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銕
捨
説
話
の
検
討

　
　
　
　
－
異
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
Ｉ

　
日
本
の
文
学
を
縦
に
流
れ
て
い
る
銕
捨
説
話
に
、
外
来
種
の
説
話
と
在
来
種
の

説
話
と
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
外
来
種
の
説
話
に

つ
い
て
、
外
国
の
そ
れ
と
比
較
検
討
を
し
て
み
た
い
。

１
　
孝
子
伝
を
め
ぐ
っ
て

　
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
九
「
震
且
且
孝
養
」
に
「
震
旦
厚
谷
、
謀
父
止
不
孝
語

第
冊
五
」
と
い
う
説
話
が
見
え
て
い
る
。
短
い
内
容
な
の
で
次
に
日
本
古
典
文
学

大
系
の
本
文
か
ら
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
今
ハ
昔
、
震
旦
ス
ド
い
代
二
厚
谷
卜
云
フ
人
有
リ
ケ
リ
、
楚
ノ
人
世
。

　
　
　
其
ノ
父
、
不
孝
于
ビ
ア
父
ノ
遅
ク
死
ス
ル
事
ヲ
常
二
厭
フ
。
然
ル
間
、
厚

　
　
谷
が
父
、
フ
ノ
輿
ヲ
造
リ
テ
、
老
ク
ル
父
ヲ
乗
セ
テ
、
此
ノ
厚
谷
ト
共
二
此

　
　
レ
ヲ
荷
テ
、
深
牛
山
ノ
中
二
将
テ
行
キ
テ
、
父
ヲ
存
置
テ
家
二
返
ヌ
。

　
　
　
其
ノ
時
ニ
、
厚
谷
、
此
ノ
祖
父
ヲ
乗
セ
ク
リ
ツ
ル
輿
ヲ
家
二
持
返
タ
リ
。

　
　
父
、
此
レ
ヲ
見
テ
厚
谷
二
云
ク
、
「
汝
ヂ
、
何
ノ
故
ニ
、
其
ノ
輿
ヲ
バ
持
返
ル

　
　
ゾ
」
ト
。
厚
谷
、
答
テ
云
ク
、
「
人
ノ
子
ハ
、
老
タ
ル
父
ヲ
バ
輿
二
乗
セ
テ
山

　
　
二
百
ツ
ル
者
也
ケ
リ
ト
知
ヌ
。
然
レ
バ
、
我
ガ
父
ヲ
モ
老
ナ
ム
時
二
、
此
ノ

工
　
　
藤

茂

　
　
輿
二
乗
セ
テ
山
二
弁
テ
ム
。
亦
、
更
ラ
ニ
輿
ヲ
造
ラ
ム
ョ
リ
ハ
」
ト
。

　
　
　
父
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
「
然
ラ
バ
、
我
モ
老
ナ
ム
時
、
必
ズ
被
弁
レ
ナ
ム
ズ
」

　
　
ト
思
テ
、
怖
レ
迷
テ
、
即
チ
、
山
二
行
テ
父
ヲ
迎
テ
将
返
ニ
ケ
リ
。
其
ノ
後

　
　
ハ
、
厚
谷
が
父
、
老
父
二
孝
養
ス
ル
事
不
愚
ズ
。
此
レ
、
偏
ニ
、
厚
谷
が
謀

　
　
二
依
テ
也
。

　
　
　
然
レ
バ
、
世
挙
テ
、
厚
谷
ヲ
誉
メ
感
ズ
ル
事
先
限
シ
。
祖
父
ノ
命
ヲ
助
ケ
、

　
　
父
二
孝
養
ヲ
令
至
ム
ル
、
此
ヲ
賢
平
人
ト
可
云
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト

　
　
ヤ
。

　
こ
の
説
話
は
中
国
（
の
楚
の
国
の
人
）
の
話
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
中
国
か
ら
日
本
に
入
っ
て
来
た
話
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
入
っ
た
も
の
か

不
明
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
巻
第
十
六
の
三
七
九
一
番
歌
、
竹
教
諭
の
歌
の
最
後

に
△
古
都
之
　
賢
人
藻
　
後
之
世
之
　
監
将
為
迫
　
老
人
矣
　
送
車
　
持
遠
来

　
（
古
の
　
賢
し
き
人
も
　
後
の
世
の
　
鑑
に
せ
む
と
　
老
人
を
　
送
り
し
車
　
持

ち
帰
り
け
り
）
▽
と
い
う
箇
所
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
話
を
指
す
も
の
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
以
前
に
伝
播
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
漂
浪
久
孝
の
『
萬
葉
集
注
鐸
』
巻
第
十
六
（
昭
5
9
・
中
央
公
論
社
）
に
は
、
そ

こ
に
契
沖
の
代
匠
記
と
西
野
貞
治
の
論
文
「
竹
教
諭
歌
と
孝
子
博
原
穀
説
話
」
が

コ



工藤　　茂：銕捨説話の検討

引
用
さ
れ
て
お
り
、
孝
子
伝
の
原
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
用
し
て
見

　
　
孝
孫
原
谷
岩
壁
人
世
、
其
父
不
孝
、
常
厭
一
良
之
不
型
几
、
時
父
作
Ｌ
軍
人
に
父
、

　
　
仰
・
原
谷
・
共
振
、
棄
づ
置
山
中
・
還
ぃ
宗
、
原
谷
走
還
、
費
目
米
蔵
二
祖
父
一
箪
上
呵

　
　
晰
云
、
何
故
其
将
来
耶
、
原
谷
答
云
、
人
子
老
父
棄
に
山
者
世
、
親
父
老
時
人

　
　
之
将
』
果
、
不
に
能
‘
・
更
作
‘
、
爰
父
思
惟
之
、
更
還
将
二
祖
父
一
帰
に
家
、
還
為
二

　
　
孝
子
、
惟
孝
孫
原
谷
之
方
便
世
、
興
い
世
間
之
、
善
哉
、
原
谷
救
祖
父
之
政
一
、

　
　
又
救
・
・
父
之
二
世
罪
苫
一
、
可
ぃ
謂
・
白
人
一
面
已
（
今
、
京
大
本
と
な
つ
て
ゐ
る

　
　
舟
橋
宗
本
）

　
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　
孝
行
な
孫
の
原
谷
は
壁
の
人
で
あ
る
。
そ
の
父
は
不
孝
で
、
父
の
死
な
ぬ
こ
と

を
常
に
厭
う
て
い
た
。
あ
る
時
父
は
箪
を
作
り
、
父
を
入
れ
て
原
谷
と
二
人
で
山

中
に
捨
て
に
行
っ
た
。
父
が
宗
に
還
っ
九
後
、
原
谷
は
山
か
ら
箪
を
持
ち
還
っ
九
。

父
は
何
故
箪
を
持
ち
帰
っ
九
の
か
と
、
原
谷
を
叱
っ
た
。
そ
こ
で
原
谷
は
、
次
の

よ
う
に
笞
九
九
。
人
の
子
は
老
父
を
山
に
捨
て
る
者
だ
と
知
り
ま
し
た
。
秋
も
父

が
老
い
九
時
、
こ
の
箪
を
便
っ
て
山
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
新
し
く

箪
を
作
ら
な
く
て
済
み
ま
す
。
そ
れ
を
間
い
た
父
は
山
に
捨
て
た
老
父
を
宗
に
連

れ
て
帰
っ
た
。
世
間
の
人
々
は
言
っ
た
。
原
谷
は
賢
い
人
だ
。
祖
父
の
政
を
救
い
、

そ
の
上
、
父
の
二
世
の
罪
苦
ま
で
を
救
っ
た
、
と
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
校
注
は
、
山
田
孝
雄
、
忠
雄
、
英

雄
、
俊
雄
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
頭
註
に
、
「
震
旦
厚
谷
、
謀
父
止
不
孝
語
第
肋

五
」
の
△
出
典
は
船
橋
本
孝
子
伝
巻
上
６
．
類
語
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
見
え
る

ほ
か
、
沙
石
集
巻
第
三
４
・
秋
祭
百
因
縁
集
第
大
1
0
に
も
見
え
る
▽
と
あ
る
。
こ

の
頭
注
に
従
え
ば
、
秋
が
先
に
引
用
し
た
孝
子
伝
が
そ
の
出
典
に
あ
た
る
。
こ
の

孝
子
伝
は
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
（
昭
和
5
8
・
大
修
館
書
店
）
に
よ
る
と
、
平
安
時

代
以
降
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
が
、
万
葉
集
の
例
を
見
る
と
、

そ
の
渡
来
は
さ
ら
に
古
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
孝
子
伝
で
は
老
父
を
乗
せ
た
も
の
を
「
輦
」
と
す
る
（
注
Ｉ
）
が
、
万

葉
集
で
は
「
車
」
と
し
、
今
昔
物
語
で
は
「
輿
」
と
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
成
立
し

た
往
信
の
『
秋
祭
百
因
縁
集
』
巻
第
六
〔
十
〕
「
慨
谷
ノ
事
。
孝
祖
父
事
。
」
と
無

住
の
『
沙
石
集
』
巻
第
三
（
六
）
「
小
児
ノ
忠
言
事
」
も
そ
れ
を
「
輿
」
と
す
る
。

　
「
輦
」
と
「
輿
」
と
は
人
が
担
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か

し
、
「
車
」
は
人
や
牛
あ
る
い
は
馬
が
引
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
老
父
を
乗
せ
た
も

の
を
「
車
」
と
す
る
万
葉
集
と
、
そ
れ
を
「
輦
」
や
「
輿
」
と
す
る
他
の
説
話
と

の
違
い
は
大
き
い
。
万
葉
集
は
、
あ
る
い
は
孝
子
伝
以
外
の
他
の
孝
子
説
話
に
よ
円

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
万
葉
集
に
賢
人
の
名
は
見
え
な
い
。
が
、
他
の
説
話
集
に
は
は
っ
き
り
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
孝
孫
の
名
前
に
も
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
舟
橋

宗
本
と
陽
明
文
庫
本
の
孝
子
伝
、
及
び
秋
祭
百
因
縁
集
で
は
「
慨
谷
」
、
契
沖
が
代

匠
記
に
引
用
し
て
い
る
孝
子
伝
で
は
「
慨
歎
」
、
敦
煌
出
土
の
句
道
興
撰
捜
神
記
で

は
こ
冗
員
」
、
今
昔
物
語
で
は
「
厚
谷
」
、
沙
石
集
で
は
「
元
啓
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
原
谷
」
と
「
慨
歎
」
は
発
音
が
同
じ
で
共
に
「
回
回
乱
」
と
発
音
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
名
前
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
「
元
員
」
に
つ
い
て
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
「
元
」
の
発
音
は
【
回
回
】
で
、
「
原
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
員
」
は
「
谷
」
や
「
歎
」
の
読
み
と
違
っ
て
回
ら
」
と
発
音
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
歎
」
に
よ
く
似
九
字
に
「
穀
」
（
一
対
の
玉
の
意
）
（
注
２
）
と
い
う
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漢
字
が
あ
っ
て
、
こ
の
字
は
「
受
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。
従
っ
て
「
骨
」
を
「
殼
」

に
写
し
間
違
え
た
り
、
読
み
違
え
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
大
き
な

違
い
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
同
様
に
、
今
昔
物
語
の
「
厚
谷
」
の
場
合
は
そ

の
字
の
形
か
ら
判
断
し
て
、
「
厚
」
は
「
座
」
の
写
し
間
違
い
と
見
る
こ
と
が
容
易

な
の
で
、
こ
れ
も
大
き
な
違
い
に
は
な
ら
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。
問
題
は
沙
石

集
の
場
合
で
あ
る
。
「
元
啓
」
の
「
元
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
「
原
」

と
同
じ
読
み
な
の
で
問
題
は
な
い
。
だ
が
、
「
啓
」
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
字
の

発
音
と
追
っ
て
［
巴
］
と
読
む
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
今
昔
物
語
と
は
そ
の
出
典
を
異
に
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
沙
石
集
』
の
頭
註
に
よ
る
と
、
米
沢
本
の
『
沙

石
集
』
の
本
文
に
は
△
源
谷
元
啓
ト
谷
一
人
ノ
子
▽
と
あ
る
と
い
う
か
ら
、
日
本

に
お
い
て
伝
承
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
変
容
し
た
と
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
ち
な
み
に
、
「
源
谷
」
の
読
み
は
［
回
回
包
］
で
「
座
谷
」
や
「
座
骨
」
の

そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
沙
石
崖
の
当
該
説
話
に
は
、
実
は
孝
子
伝
や
他
の
説
話
集
の
当
該
説
話
と
違
う

二
つ
の
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
△
父
、
妻
が
言
二
付
テ
、
年
タ
ケ
タ
ル
親
ヲ
出

二
捨
テ
ム
ト
ス
▽
と
い
う
と
こ
ろ
。
妻
が
年
老
い
た
父
を
嫌
っ
て
夫
に
捨
て
さ
せ

る
話
は
、
「
父
」
を
「
執
」
に
置
き
換
え
て
、
『
大
和
物
語
』
第
百
五
十
六
段
、
『
今

昔
物
語
集
』
巻
第
三
十
本
朝
付
雑
事
「
信
濃
国
夷
母
奔
出
語
第
九
」
等
に
、
日
本

の
信
濃
固
執
捨
出
の
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
変
容

は
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
説
話
の
日
本
化
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一

つ
は
、
元
啓
が
山
中
で
父
に
輿
を
持
っ
て
還
る
と
言
い
、
父
の
反
問
に
答
え
て
「
父

ノ
老
タ
ラ
ム
時
、
又
持
テ
ス
テ
ム
ズ
ル
為
ナ
リ
」
と
言
っ
て
、
父
を
改
心
さ
せ
る

と
こ
ろ
。
そ
れ
以
前
の
資
料
で
は
、
こ
の
部
分
は
父
が
家
に
帰
っ
て
し
ま
い
、
孝

孫
が
輿
や
輦
を
家
ま
で
持
ち
還
っ
て
父
を
改
心
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
説
話
が
口
承
文
芸
で
は
次
の
よ
う
に
変
容
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
昔
は
な
、
年
寄
り
に
な
っ
ち
、
な
ん
も
で
け
ん
こ
つ
な
る
と
な
あ
、
年
寄

　
　
り
を
首
玉
ご
）
に
入
れ
ち
山
へ
ふ
て
に
行
く
時
代
が
あ
っ
た
ん
と
。
こ
れ

　
　
も
そ
ん
時
代
ん
話
じ
ゃ
け
ん
ど
、
あ
る
と
こ
ろ
へ
な
婆
さ
ん
が
あ
っ
た
ん
と
。

　
　
そ
し
た
ら
婆
さ
ん
の
子
供
と
孫
が
、
婆
さ
ん
を
首
ん
入
れ
ち
、
山
へ
ふ
て
に

　
　
行
き
よ
っ
た
ん
と
。
そ
し
た
ら
婆
さ
ん
は
首
ん
中
か
ら
、
草
を
丸
め
ち
ゃ
道

　
　
に
投
げ
投
げ
す
る
ん
と
。
そ
ん
じ
ゃ
き
な
あ
子
供
ん
人
が
「
か
か
さ
ん
か
か

　
　
さ
ん
、
何
し
よ
る
ん
な
」
ち
た
ず
ん
ね
た
ん
と
。
そ
し
た
ら
「
こ
り
ゃ
な
あ
、

　
　
お
前
た
ち
が
帰
る
と
き
道
を
間
違
う
ち
や
い
か
ん
き
、
目
印
を
お
い
ち
ょ
く

　
　
ん
じ
ゃ
」
ち
い
う
ち
、
ま
そ
り
ゃ
そ
ん
ま
ま
山
に
行
っ
ち
ふ
て
た
ん
と
。
そ
□

　
　
し
た
ら
孫
に
な
る
人
が
「
お
父
っ
つ
あ
ん
お
父
っ
つ
あ
ん
、
こ
ん
首
持
っ
ち

　
　
帰
ろ
う
え
」
「
ど
う
し
ち
そ
げ
ん
こ
と
い
う
な
、
も
う
こ
れ
や
要
ら
ん
じ
ゃ
ね

　
　
え
な
」
ち
い
う
た
ん
と
。
そ
し
た
ら
、
お
父
っ
つ
あ
ん
も
「
あ
あ
こ
り
ゃ
己

　
　
れ
が
悪
か
っ
た
、
年
寄
り
を
ふ
て
る
と
ま
た
自
分
も
ふ
て
ら
れ
ん
な
ら
ん
」

　
　
ち
思
う
ち
、
ま
た
年
寄
り
婆
さ
ん
を
連
れ
て
帰
っ
ち
大
事
に
し
た
と
（
注
３
）

　
間
敬
吾
の
『
日
本
昔
話
大
成
』
９
（
昭
和
5
4
・
角
川
書
店
）
に
よ
る
と
、
こ
の

昔
話
は
鹿
児
島
県
か
ら
青
森
県
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
捨
て
ら
れ
る
者
が
こ
の
昔

話
の
よ
う
に
婆
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
れ
ば
、
爺
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
の
も

あ
る
。
爺
と
婆
の
二
人
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。
ま
た
、
沙
石
崖
の
説
話
の
よ

う
に
、
嫁
が
夫
を
そ
そ
の
か
し
て
捨
て
さ
せ
る
昔
話
も
あ
る
。
が
、
こ
の
昔
話
で

注
目
し
た
い
の
は
、
捨
て
ら
れ
る
者
が
山
に
行
く
道
々
で
自
分
を
捨
て
る
子
の
だ
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め
に
、
道
標
を
す
る
話
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
栞
（
枝
折
）
型
の

昔
話
を
日
本
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
在
来
種
の
親
葉
山
だ
と
し
た
の
は
、

柳
田
国
男
で
あ
っ
た
（
注
４
）
。
そ
の
説
に
従
え
ば
、
外
来
の
孝
孫
原
谷
の
説
話
は
、

時
間
の
経
過
の
中
で
以
上
の
よ
う
に
変
容
し
、
日
本
化
し
て
来
た
と
言
う
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
な
お
、
こ
の
口
承
文
芸
は
中
国
は
勿
論
の
こ
と
、
朝
鮮
に
も
分
布
し
て
い
る
（
注

５
）
。
い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
関
敷
石
の
『
日
本
の
昔
話
』
（
昭
和
5
2
・

日
本
放
送
出
版
協
会
）
に
よ
る
と
、
「
参
」
を
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
に
替
え
て
国
際
目

録
タ
イ
プ
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
世
界
に
広
く
分
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
日
本
に
入
っ
て
来
だ
の
は
既
に
検
討
し
て
来
た
よ
う
に
、
中
国
か
ら

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

２
　
雑
宝
蔵
経
の
難
題

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
五
「
天
竺
付
仏
前
」
に
、
「
七
十
余
人
流
遣
他
国
国
語
第

枡
二
」
と
い
う
次
の
よ
う
な
説
話
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
昔
、
天
竺
二
七
十
二
余
ル
人
ヲ
他
国
二
流
遣
ル
国
有
ケ
リ
。
興
国
二
Ｉ

　
　
人
ノ
大
臣
有
リ
、
老
イ
タ
ル
母
ヲ
相
具
セ
リ
。
朝
暮
二
母
ヲ
見
テ
孝
養
ス
ル

　
　
事
先
限
シ
。
知
此
ク
シ
テ
過
ル
間
ダ
ュ
、
此
ノ
母
、
既
二
七
十
二
余
リ
ヌ
。

　
　
朝
二
見
テ
タ
ュ
不
見
ヌ
ソ
ラ
尚
不
審
サ
難
堪
シ
。
何
況
ヤ
、
遥
ナ
ル
国
二
流

　
　
遣
テ
永
ク
不
見
ザ
ラ
ム
事
、
恵
二
可
堪
キ
ニ
非
ズ
ト
思
ヒ
テ
、
子
ノ
大
臣
、

　
　
蜜
二
土
ノ
室
ヲ
堀
テ
家
ノ
角
二
階
シ
居
ヘ
ツ
。
家
ノ
人
ソ
ラ
此
レ
ヲ
不
知
ズ
、

　
　
況
ヤ
、
世
ノ
人
知
事
先
シ
。

　
以
下
引
用
を
続
け
る
と
長
く
な
る
の
で
、
必
要
な
部
分
だ
け
を
引
用
す
る
こ
と

に
し
て
要
約
し
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
年
が
経
つ
う
ち
に
隣
国
か
ら
三
つ
の
難
題
を
課
せ
ら
れ
た
。

こ
の
難
題
に
答
え
な
い
と
七
日
の
間
に
国
を
攻
め
滅
ぼ
す
と
い
う
。
そ
の
難
題
は

次
の
三
題
で
あ
っ
た
。

　
一
、
△
同
様
ナ
ル
牝
馬
二
疋
ヲ
遣
セ
テ
▽
△
此
ノ
ニ
疋
ガ
祖
子
ヲ
定
メ
テ
可
注

　
　
遣
シ
∇

　
二
、
△
同
様
二
削
タ
ル
本
ノ
漆
塗
タ
ル
ヲ
遣
テ
▽
△
此
方
本
末
定
メ
ョ
▽

　
三
、
△
象
ヲ
遣
テ
此
ノ
象
ノ
重
サ
ノ
員
計
ヘ
テ
奉
レ
▽

　
国
王
は
困
っ
て
大
臣
に
相
談
を
す
る
。
大
臣
は
家
に
帰
っ
て
隠
し
て
置
い
た
母

に
尋
ね
る
。
母
は
若
い
時
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て
、
そ
の
答
（
注
６
）

を
こ
と
ご
と
く
教
え
て
く
れ
た
。
国
工
は
大
臣
か
ら
教
え
ら
れ
た
通
り
に
、
隣
国

に
解
答
す
る
。
そ
の
お
陰
で
国
は
無
事
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
国
王
は
大
臣
に
ど
う
し
て
こ
の
難
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
た
か
を
尋

ね
る
。
大
臣
は
そ
の
一
部
始
終
を
国
王
に
申
し
上
げ
る
。
国
王
は
ど
う
し
て
こ
の

国
に
は
昔
か
ら
棄
老
の
習
慣
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
言
い
、
そ
れ
を
廃
止
し
て
老

人
た
ち
を
全
て
呼
び
戻
し
た
。
△
其
ノ
後
、
国
ノ
政
平
カ
ニ
成
リ
テ
民
穏
カ
ニ
シ

テ
国
ノ
内
豊
カ
也
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
▽
と
こ
の
説
話
は
終
わ
る
。

　
イ
ン
ド
の
話
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
説
話
の
出
典

は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
頭
注
に
よ
る
と
△
雑
宝
蔵
経
第
一
４
棄
老
国
縁
▽

だ
と
い
う
。
そ
こ
に
は
ま
た
△
法
苑
珠
林
巻
第
四
十
九
、
不
孝
篇
第
五
十
、
棄
父

部
第
四
に
も
引
く
∇
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
雑
宝
蔵
経
』
と
は
『
望
月
仏
散
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）
に
よ
る
と
、

コ
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亡
兄
魏
吉
迦
夜
、
曇
曜
共
訳
。
仏
及
び
諸
弟
子
を
始
め
、
其
の
他
、
仏
滅
以
後
の

諸
種
の
事
縁
を
雑
集
採
録
せ
る
も
の
▽
だ
と
い
う
。
『
法
苑
珠
林
』
は
同
じ
辞
典
に

△
唐
道
世
撰
▽
△
広
く
内
外
の
典
籍
を
引
用
解
説
し
、
捜
査
の
使
に
供
し
た
る
も

の
▽
と
あ
る
。
事
実
『
法
苑
珠
林
』
を
見
る
と
、
そ
の
当
該
篇
の
冒
頭
に
△
如
雑

宝
蔵
経
▽
と
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
雑
宝
蔵
経
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

こ
で
は
、
『
法
苑
珠
林
』
に
は
触
れ
ず
、
『
雑
宝
蔵
経
』
の
第
一
４
「
棄
老
国
縁
」

　
（
注
７
）
を
対
象
に
し
て
検
討
を
加
え
て
い
っ
て
見
た
い
。

　
仏
が
舎
衛
国
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。
今
で
は
年
老
い
た
者
を
大
事
に
し
て

い
る
が
、
過
去
久
遠
の
昔
、
棄
老
と
い
う
国
が
あ
っ
て
、
老
人
を
遠
く
へ
捨
て
て

い
た
。
そ
の
国
に
一
人
の
大
臣
が
い
た
。
孝
順
の
心
深
く
、
年
老
い
た
父
を
捨
て

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
深
く
地
を
掘
っ
て
密
屋
を
作
り
、
父
を
入

れ
て
孝
養
を
尽
く
し
て
い
た
。

　
そ
の
頃
、
天
神
が
後
述
す
る
九
つ
の
難
題
を
そ
の
国
の
王
に
出
し
て
、
も
し
も

そ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
七
日
の
後
、
汝
の
身
と
国
と
を
悉
く
覆

滅
す
る
（
注
８
）
と
言
っ
た
。
王
は
襖
悩
し
群
臣
と
議
る
が
淮
に
も
そ
の
答
が
分

か
ら
な
い
。
そ
こ
で
大
臣
は
家
に
帰
り
、
密
屋
に
隠
し
て
置
い
た
父
に
相
談
を
し

た
。
す
る
と
、
父
は
其
の
難
題
を
こ
と
ご
と
く
解
決
し
て
く
れ
た
。
王
は
、
大
臣

か
ら
そ
の
答
を
聞
き
、
天
神
に
そ
の
通
り
に
答
だ
。
天
神
は
歓
喜
し
て
工
に
沢
山

の
財
宝
を
与
え
、
汝
の
国
土
を
外
敵
の
侵
害
か
ら
守
っ
て
や
ろ
う
と
言
っ
た
。
こ

れ
を
聞
い
て
王
は
大
い
に
喜
び
、
大
臣
に
、
自
分
で
知
っ
て
い
た
の
か
、
淮
か
に

聞
い
た
の
か
と
尋
ね
る
。
そ
こ
で
大
臣
は
そ
の
い
き
さ
つ
を
全
て
話
す
。
こ
う
し

て
棄
老
国
は
、
そ
れ
以
降
、
老
人
を
大
切
に
す
る
国
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
話
は
仏
が
最
後
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
記
さ
れ
て
終
わ
る
。

メ
ノ

　
△
爾
時
父
者
。
我
身
是
也
。
爾
侍
臣
者
。
舎
利
弗
足
。
爾
侍
王
者
。
阿
闇
世
足
。

爾
侍
天
神
。
阿
難
足
也
。
▽
つ
ま
り
、
こ
の
時
の
「
父
」
は
私
、
「
大
臣
」
は
舎
利

弗
、
「
王
」
は
阿
闇
世
、
「
天
神
」
は
阿
難
だ
っ
た
（
注
９
）
、
と
。

　
こ
の
時
に
天
神
の
出
し
た
九
つ
の
難
題
と
、
そ
の
解
答
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

一
、
（
問
）
（
爾
時
天
神
。
）
担
当
持
二
蛇
・
。
著
二
王
殿
上
一
。
而
作
二
足
言
・
。
若
別
・
・
雄

　
　
　
雌
・
汝
国
得
い
安
。

　
　
　
　
（
意
訳
。
以
下
同
じ
。
天
神
が
二
匹
の
蛇
を
王
殿
に
置
き
雄
と
雌
の
判
別

　
　
　
が
出
来
た
ら
、
お
前
の
国
は
安
全
だ
、
と
言
う
。
）

　
　
（
答
）
以
・
・
細
飲
物
・
。
停
い
蛇
著
≒
エ
。
其
燥
優
者
。
当
い
知
ハ
足
雄
一
。
住
不
に

　
　
　
前
者
。
当
い
知
・
皇
雌
・
。

　
　
　
　
（
細
く
て
飲
ら
か
い
も
の
を
蛇
の
上
に
つ
け
、
い
ら
だ
っ
て
騒
ぐ
方
が
雄

　
　
　
で
、
前
か
ず
に
じ
っ
と
し
て
い
る
方
が
雌
で
あ
る
。
）

二
、
（
問
）
（
天
神
復
問
言
。
）
誰
於
二
昧
者
≒
名
に
之
為
辿
見
。
誰
於
二
覚
者
‘
。
名
い
之

　
　
　
為
し
脛
。

　
　
　
　
（
昧
者
（
ま
だ
悟
り
を
得
な
い
人
の
こ
と
か
）
で
は
誰
を
覚
者
と
言
い
、

　
　
　
覚
者
（
梵
語
ブ
ッ
ダ
の
漢
訳
で
悟
っ
た
人
の
こ
と
）
で
は
誰
を
昧
者
と
言

　
　
　
う
の
か
。
）

　
　
（
答
）
此
名
・
常
人
・
。
於
二
諸
凡
夫
・
。
名
為
・
覚
者
一
。
於
二
諸
羅
漢
・
。
名
い
之

　
　
　
為
い
昧
。

　
　
　
　
（
そ
れ
は
学
人
で
あ
る
。
諸
凡
夫
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
覚
者
と
し
、
諸
羅

　
　
　
漢
に
あ
っ
て
は
昧
者
と
す
る
。
）

三
、
（
問
）
（
天
神
又
夜
間
言
。
）
此
大
白
象
。
有
・
』
幾
斤
両
・
。

　
　
　
　
（
こ
の
大
き
な
白
い
象
の
重
さ
（
体
重
）
は
い
か
は
ど
か
。
）

□
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（
答
）
置
・
余
船
上
一
。
著
二
大
池
中
一
。
圃
・
玉
音
宍
船
深
浅
幾
許
一
。
即
以
・
・
此

　
　
　
船
一
。
量
い
石
著
≒
甲
。
水
没
音
宍
画
。
則
・
仙
斤
両
・
。

　
　
　
　
（
船
に
象
を
乗
せ
て
大
き
な
池
に
浮
か
べ
、
喫
水
線
に
印
を
つ
け
る
。
次

　
　
　
に
こ
の
船
に
石
を
積
み
、
印
を
つ
け
た
所
ま
で
船
を
沈
め
た
後
、
そ
の
石

　
　
　
を
計
れ
ば
象
の
重
さ
が
分
か
る
。
）

四
、
（
問
）
　
（
天
神
父
復
問
言
。
）
堪
二
梅
木
一
。
多
於
大
海
‘
。

　
　
　
　
（
ひ
と
掬
い
の
水
が
大
海
よ
り
多
い
と
は
？
）

　
　
　
（
答
）
若
有
≒
人
能
信
心
清
浄
。
以
二
梅
水
・
。
施
二
於
仏
増
及
以
父
母
困
厄

　
　
　
病
人
‘
。
以
二
元
功
徳
一
。
数
千
万
劫
。
受
い
福
無
い
窮
。
海
水
桶
多
。
不
宍
道
一
二

　
　
　
劫
一
。
推
い
此
言
い
之
。
一
掬
之
水
。
百
千
万
倍
。
多
・
於
大
海
一
。

　
　
　
（
信
心
が
篤
く
心
の
清
浄
な
人
が
い
て
、
ひ
と
掬
い
の
水
を
仏
増
や
父
母
、

　
　
　
困
っ
て
い
る
病
人
に
施
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
功
徳
を
以
て
数
子
万
劫
、
福

　
　
　
を
受
け
て
窮
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
海
水
は
極
め
て
多
い
。
が
、
一
助
に

　
　
　
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
測
っ
て
百
う
と
、
ひ
と
掬
い
の
水
は
百

　
　
　
千
万
倍
、
大
海
よ
り
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
）

五
、
（
問
）
（
天
神
復
化
作
二
餓
人
・
。
連
骸
柱
い
骨
。
面
未
開
言
。
）
世
頗
有
二
人
肌
窮

　
　
　
痩
苦
劇
‘
於
我
一
不
。

　
　
　
　
（
（
天
神
が
餓
え
た
人
に
身
を
や
つ
し
、
連
骸
（
か
ら
だ
）
を
骨
で
支
え
た

　
　
　
姿
で
現
れ
て
）
、
世
の
中
に
自
分
よ
り
も
飢
え
窮
ま
り
、
痩
せ
て
苦
し
む
こ

　
　
　
と
の
甚
だ
し
い
者
は
い
る
か
、
い
な
い
か
、
と
間
い
た
。
）

　
　
（
答
）
世
間
有
≒
人
。
樫
貪
嫉
妬
。
不
ｙ
信
仁
一
宝
一
。
不
長
門
供
コ
養
父
母
師
長
。

　
　
　
将
来
之
世
。
堕
二
餓
鬼
中
≒
百
千
万
歳
。
不
い
間
二
水
穀
之
名
一
。
身
如
二
大

　
　
　
山
・
。
腹
知
二
大
谷
・
。
咽
知
二
総
計
・
。
公
知
二
錐
刀
。
纏
い
身
至
に
脚
。
挙
動

　
　
　
之
時
。
支
節
火
然
。
知
い
此
之
人
。
割
二
汝
飢
苦
・
。
百
千
万
倍
。

　
　
　
　
（
世
の
中
に
は
、
そ
う
い
う
人
が
い
る
。
樫
貪
（
け
ち
で
欲
ば
り
）
で
嫉

　
　
　
妬
深
く
、
仏
教
を
信
ぜ
ず
、
父
母
や
師
長
を
供
養
出
来
な
い
者
は
、
将
来

　
　
　
の
世
、
餓
鬼
道
に
堕
ち
、
百
千
万
年
、
水
や
穀
物
（
食
物
）
の
名
前
を
関

　
　
　
く
こ
と
も
な
く
、
身
は
太
山
の
よ
う
に
、
腹
は
大
き
い
谷
の
よ
う
に
、
咽

　
　
　
は
総
い
計
の
よ
う
に
な
り
、
髪
は
錐
の
よ
う
に
鋭
利
に
な
っ
て
身
に
纏
い

　
　
　
付
き
足
に
ま
で
届
く
。
動
く
時
に
は
体
の
関
節
が
火
と
燃
え
る
。
こ
の
よ

　
　
　
う
な
人
は
、
お
ま
え
の
飢
え
の
苦
し
み
よ
り
も
甚
だ
し
い
こ
と
、
百
千
万

　
　
　
倍
で
あ
る
。
）

六
、
（
問
）
（
天
神
又
復
化
作
上
人
一
。
手
脚
桓
械
。
項
復
著
い
鎖
。
身
中
火
出
。
挙

　
　
　
体
燦
爛
。
而
又
問
言
。
）
世
頗
有
三
人
苦
二
割
壮
一
不
。

　
　
　
（
（
天
神
が
ま
た
、
手
か
せ
足
か
せ
を
さ
れ
、
首
に
も
鎖
を
付
け
ら
れ
、
体

　
　
　
中
か
ら
火
が
出
て
全
身
焦
げ
た
だ
れ
た
人
間
に
姿
を
変
え
て
現
れ
）
、
自
分

　
　
　
よ
り
も
苦
し
み
の
甚
だ
し
い
者
が
こ
の
世
に
い
る
か
ど
う
か
、
と
尋
ね

　
　
　
た
。
）

　
　
（
答
）
世
間
有
≒
人
。
不
い
孝
二
父
母
・
。
逆
１
害
師
長
一
。
叛
二
於
夫
圭
一
。
誹
１
諧

　
　
　
三
尊
一
。
将
来
之
世
。
堕
二
於
地
獄
’
。
刀
山
剣
樹
。
火
車
炉
炭
。
陥
河
沸
屎
。

　
　
　
刀
道
火
道
。
知
い
是
衆
苦
。
無
量
無
辺
。
不
い
可
二
計
数
・
。
以
い
此
方
に
之
。

　
　
　
劃
一
汝
困
苦
一
。
百
千
万
倍
。

　
　
　
　
（
そ
う
い
う
人
が
世
の
中
に
は
い
る
。
父
母
に
不
孝
で
、
師
長
に
逆
ら
っ

　
　
　
て
こ
れ
を
害
し
、
夫
や
主
に
背
き
、
三
尊
を
誹
諧
す
る
。
こ
う
い
う
者
は

円
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将
来
の
世
地
獄
に
堕
ち
、
刀
の
山
や
剣
の
樹
へ
追
い
や
ら
れ
、
地
獄
に
行

　
　
　
く
者
を
迎
え
に
来
る
と
い
う
燃
え
て
い
る
車
に
炉
の
炭
の
よ
う
に
乗
せ
ら

　
　
　
れ
、
あ
る
い
は
、
屎
（
く
そ
）
の
沸
騰
す
る
河
に
陥
っ
た
り
、
刀
の
道
や

　
　
　
大
の
道
を
歩
か
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
苦
し
み
が
数
限
り
な
く
、

　
　
　
数
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
れ
を
以
て
比
べ
て
み
る
と
、
お
ま
え
の
困

　
　
　
苦
よ
り
甚
だ
し
い
こ
と
は
百
千
万
倍
で
あ
る
。
）

七
、
面
）
（
天
神
父
化
作
二
女
人
・
。
端
政
僕
琲
。
蹄
二
於
世
Ａ
。
而
又
問
言
。
）

　
　
　
世
開
顕
有
二
端
政
之
人
知
に
我
者
一
不
。

　
　
　
（
（
天
神
が
ま
た
、
ず
ば
抜
け
て
端
正
で
、
す
ぐ
れ
て
立
派
な
女
性
に
姿
を

　
　
　
変
え
て
現
れ
）
、
世
の
中
に
自
分
の
よ
う
に
端
正
な
人
は
い
る
か
ど
う
か
、

　
　
　
と
尋
ね
た
。
）

　
　
（
答
）
世
間
有
ぃ
人
。
信
コ
敬
三
宝
一
。
孝
玉
眼
父
戸
。
好
し
施
忍
辱
精
進
持
ぃ
戒
。

　
　
　
得
ｙ
生
二
天
上
一
。
端
政
殊
特
。
過
’
於
汝
身
・
。
百
千
万
倍
。
以
に
此
方
に
之
。

　
　
　
知
二
瞎
禰
額
一
。

　
　
　
　
（
世
の
中
に
は
そ
う
い
う
人
が
い
る
。
仏
教
を
信
じ
敬
い
、
父
母
に
順
っ

　
　
　
て
孝
を
尽
く
し
、
施
す
こ
と
を
好
み
、
よ
く
忍
耐
精
進
し
て
戒
を
守
り
行

　
　
　
え
ば
、
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ
の
端
正
な
こ
と
は
お
ま
え

　
　
　
の
身
の
百
千
万
倍
で
あ
る
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
お
ま
え
の
扮
し
て
い
る

　
　
　
姿
は
片
目
の
犬
猿
だ
。
）

八
、
（
問
）
（
天
神
父
陽
二
真
檀
本
方
直
正
等
一
。
又
夜
間
言
。
）
何
者
。
是
頭
。

　
　
　
　
（
（
天
神
が
一
本
の
、
四
角
で
真
直
ぐ
な
真
檀
（
ま
ゆ
み
）
の
、
両
端
と
も

　
　
　
同
じ
犬
き
さ
の
本
を
以
て
）
、
ど
ち
ら
が
頭
か
と
尋
ね
た
。
）

　
　
　
（
答
）
擲
王
者
水
中
一
。
根
者
必
沈
。
尾
者
必
挙
。

　
　
　
　
（
水
中
に
投
げ
入
れ
る
と
、
根
の
方
は
必
ず
沈
み
、
先
（
尾
）
の
方
は
必

　
　
　
ず
上
が
る
。
）

九
、
（
問
）
（
天
神
父
以
二
二
白
騎
馬
形
色
無
ｙ
異
。
而
復
問
言
。
）
庄
母
庄
子
。

　
　
　
　
（
（
天
神
が
二
匹
の
、
姿
も
色
も
全
く
同
じ
、
白
い
牝
馬
を
以
こ
、
ど
ち

　
　
　
ら
が
母
で
、
ど
ち
ら
が
千
加
と
聞
い
た
。
）

　
　
　
（
答
）
与
こ
早
令
ぃ
食
。
若
是
母
者
。
必
推
‰
早
与
ぃ
子
。

　
　
　
　
（
草
を
与
え
て
食
べ
さ
せ
て
み
る
。
も
し
も
母
馬
だ
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず

　
　
　
草
を
子
馬
の
方
に
押
し
や
っ
て
子
に
食
べ
さ
せ
る
。
）

　
こ
れ
を
今
昔
物
語
の
難
題
と
比
較
し
て
み
る
と
、
今
昔
物
語
の
第
一
の
難
題
は

右
の
九
の
そ
れ
に
、
第
二
の
難
題
は
ハ
の
そ
れ
に
、
そ
し
て
、
第
三
の
難
題
は
三

の
そ
れ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
違
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
の
難
題
の
二
匹
の
牝
馬

の
草
の
扱
い
方
と
、
第
二
の
難
題
の
本
に
漆
が
塗
っ
て
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
け
だ
。
難
題
以
外
で
の
相
違
は
、
隠
し
て
養
っ
て
い
た
の
が
今
昔
物
語
で
は

　
「
母
」
で
あ
る
の
に
、
雑
宝
蔵
経
で
は
「
父
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
相
違
は
他
の
銕
捨
説
話
で
も
父
と
母
の
両
者
が
あ
る
の
で
、

必
ず
し
も
大
き
な
相
違
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
相
違
よ
り
も
む
し
ろ
大
事
な
の
は
、

難
題
が
解
け
な
か
っ
た
場
合
、
「
七
日
ノ
内
ニ
」
国
を
亡
ぼ
す
と
い
う
今
昔
物
語
の

日
数
と
、
雑
宝
蔵
経
の
そ
れ
が
同
じ
「
七
日
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
日
数
の
一
致
に
、
私
は
雑
宝
蔵
経
の
棄
老
説
話
を
今
昔
物
語
の
祖
形
と
考
え
る

根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
だ
と
見
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
雑
宝
蔵
経
の

語
を
、
今
昔
物
語
の
当
該
説
話
の
出
典
と
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語

□
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集
』
の
頭
注
に
は
信
憑
性
か
お
る
。
従
っ
て
、
こ
の
説
話
は
遠
い
過
去
に
、
イ
ン

ド
か
ら
中
国
を
経
由
し
て
日
本
に
入
っ
て
来
た
も
の
だ
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
日
本
の
昔
話
と
な
っ
て
沖
縄
か
ら
青
森
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
そ
の
難
題
が
多
様
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

３
　
昔
話
の
難
題

　
昔
は
七
十
歳
以
上
の
年
寄
り
は
山
に
捨
て
る
と
い
う
き
ま
り
が
あ
っ
た
。

あ
る
村
に
▽
人
の
親
孝
行
の
若
者
が
あ
っ
た
。
そ
の
親
が
も
う
七
十
歳
に
な

り
、
い
よ
い
よ
山
に
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
こ
の
若
者
は
た
い
へ
ん

親
孝
行
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
ま
で
負
っ
て
い
っ
た
が
か
わ
い
そ
う
に
な
っ

て
ま
た
連
れ
も
ど
っ
て
、
家
の
納
戸
に
隠
し
て
お
い
た
。
そ
の
こ
ろ
村
に
、

ほ
か
の
村
か
ら
幾
つ
か
の
難
題
を
出
さ
れ
て
、
村
の
長
を
非
常
に
困
ら
せ
た
。

そ
れ
で
村
の
長
は
、
あ
る
目
村
じ
ゅ
う
の
人
を
集
め
て
、
そ
の
難
問
を
答
え

た
も
の
に
は
欲
し
い
も
の
は
何
で
も
や
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
番
の
問
題
は
、

牧
場
の
馬
の
す
ざ
（
兄
）
馬
と
う
と
う
と
う
馬
と
を
見
分
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
若
者
は
さ
っ
そ
く
家
に
帰
っ
て
親
に

た
ず
ね
た
。
親
は
す
ぐ
に
親
鳥
を
先
に
引
っ
張
っ
て
歩
か
せ
る
と
、
す
ぐ
後

か
ら
つ
い
て
く
る
の
が
う
と
う
と
う
鳥
で
、
一
番
後
か
ら
つ
い
て
く
る
の
が

す
ざ
馬
だ
と
教
え
た
。
二
番
目
の
問
題
は
、
む
と
う
（
根
）
と
も
す
ら
（
先
）

と
も
わ
か
ら
な
い
木
の
む
と
う
、
す
ら
を
見
分
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
親
に
た
ず
ね
る
と
、
こ
も
り
（
水
た
ま
り
）

に
浮
か
す
と
、
む
と
う
は
沈
み
、
す
ら
は
浮
か
ぶ
と
教
え
た
。
三
番
目
は
灰

　
　
縄
を
な
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
親
に

　
　
問
く
と
、
縄
を
ま
る
く
輪
に
し
て
焼
く
と
そ
の
ま
ま
残
る
と
教
え
た
。
門
番

　
　
目
の
問
題
は
法
螺
貝
の
口
か
ら
し
り
に
穴
を
通
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

　
　
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
蟻
を
糸
で
結
わ
え
て
法
螺
貝
の
し
り
に

　
　
砂
糖
を
塗
っ
て
お
く
と
、
蟻
が
穴
を
あ
け
る
と
教
え
た
。
若
者
は
四
つ
の
難

　
　
題
を
完
全
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
村
の
長
か
ら
た
い
へ
ん
ほ
め
ら
れ
、

　
　
自
分
で
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
、
だ
れ
か
ら
教
え
ら
れ
た
の
か
と
問
わ
れ

　
　
た
。
は
じ
め
は
い
う
の
を
こ
ば
ん
だ
が
、
つ
い
に
親
を
納
戸
に
隠
し
て
い
る

　
　
と
白
状
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
年
寄
り
は
大
切
で
あ
る
か
ら
と
い
う
の
で
捨
て

　
　
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
（
注
1
0
）

　
こ
れ
は
鹿
児
島
県
大
島
郡
で
話
ら
れ
て
い
た
昔
話
で
、
関
敬
吾
が
『
日
本
昔
話

大
成
』
に
お
い
て
「
五
二
三
Ａ
親
棄
山
」
に
分
類
し
た
、
難
題
型
の
親
捨
て
山
国

の
昔
話
で
あ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
前
節
で
述
べ
た
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
経

由
で
日
本
に
入
っ
て
き
た
説
話
の
昔
話
化
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
難
題
を
見
る
と
雑
宝
蔵
経
の
そ
れ
と
は
随
分
趣
を
異
に
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
第
一
番
目
の
問
題
と
第
二
番
目
の
問
題
は
雑
宝
蔵
経
の
難
題
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
第
三
番
目
の
問
題
と
第
四
番
目
の
問
題
は
雑
宝
蔵
経

に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
難
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
雑
宝
蔵
経
の
難
題
を
検
討

し
て
み
る
と
、
先
に
列
挙
し
た
九
つ
の
難
題
の
う
ち
二
、
四
、
五
、
六
、
七
の
難

題
は
、
日
本
の
説
話
や
昔
話
に
は
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
難
題
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
の
専
門
的
な
理
念
や
内
容
を
示

す
も
の
で
、
目
本
の
民
衆
に
は
馴
染
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

説
経
の
材
料
と
し
て
あ
ま
り
面
白
く
な
く
、
そ
の
効
果
も
あ
ま
り
期
待
出
来
な
い
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と
判
断
し
て
捨
て
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
今
昔
物
語
の
編
者
も
こ
れ
を
敬
遠
し
て

分
か
り
や
す
い
三
つ
の
難
題
し
か
取
り
入
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
今
度
は
逆
に
、
先
に
引
用
し
た
昔
話
の
第
三
番
目
と
第
四
番
目
の
難
問

の
よ
う
に
、
日
本
の
説
話
や
昔
話
に
は
あ
っ
て
雑
宝
蔵
経
に
は
見
ら
れ
な
い
難
題

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
Ｉ
、
灰
縄
を
な
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
（
灰
絹
子
束
）

　
２
、
法
螺
貝
（
七
曲
の
玉
、
管
、
螺
、
栄
螺
）
の
口
か
ら
尻
に
糸
（
緒
、
穴
）

　
　
を
通
す
方
法
。
（
蟻
通
し
）

　
　
　
　
（
勾
玉
に
灰
縄
を
通
す
法
）

　
３
、
色
と
形
の
同
じ
木
札
二
枚
の
雌
木
と
雄
木
の
判
別
。

　
４
、
打
た
ぬ
に
鴫
る
太
鼓
。

　
５
、
一
束
の
藁
を
十
六
束
に
せ
よ
。

　
６
、
一
升
の
豆
を
明
日
は
二
升
に
し
て
こ
い
。

　
７
、
ひ
ゆ
う
ひ
ゆ
う
笛
の
袖
か
ぶ
り
。

　
８
、
瓢
箪
の
中
に
紙
を
は
っ
て
漆
を
塗
り
、
金
粉
を
振
る
こ
と
。

　
９
、
鳥
の
羽
に
書
い
た
手
紙
を
読
む
。

　
1
0
、
針
を
池
に
浮
か
べ
る
こ
と
。

　
‥
只
　
一
年
草
で
千
尋
の
も
の
を
持
っ
て
来
い
。

　
右
の
難
題
は
、
昔
話
の
中
で
は
老
人
の
知
恵
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
決

さ
れ
る
。

　
―
、
絹
を
塩
水
に
付
け
た
後
に
、
乾
か
し
て
燃
や
す
。

　
２
、
穴
の
向
こ
う
側
に
蜜
を
付
け
、
蟻
に
糸
を
付
け
て
こ
ち
ら
側
か
ら
入
れ
て

　
　
通
す
。
（
ま
た
は
、
穴
を
あ
け
る
。
）

　
　
　
　
（
勾
玉
に
縫
い
糸
を
通
し
て
お
い
て
焼
く
。
）

　
３
、
壹
の
水
に
木
札
を
入
れ
る
と
、
雌
木
は
土
に
浮
か
ぶ
が
、
雄
木
は
少
し
で

　
　
も
沈
む
。

　
４
、
太
鼓
の
中
に
黄
金
虫
を
入
れ
る
。
紙
の
太
鼓
に
蜂
を
入
れ
る
。

　
５
、
に
ね
（
土
間
）
に
入
っ
て
鍬
、
こ
れ
で
十
二
乗
。
私
の
所
に
老
人
が
い
る

　
　
が
年
寄
り
の
し
わ
（
同
乗
）
か
ら
こ
う
し
た
知
恵
が
出
る
。

　
６
、
豆
を
水
に
浸
し
て
置
け
ば
増
え
る
。

　
７
、
紙
太
鼓
に
蜂
を
入
れ
て
持
っ
て
い
く
。
太
鼓
を
破
る
と
み
な
口
笛
し
て
、

　
　
袖
を
被
っ
て
逃
げ
る
。

　
８
、
紙
を
糊
と
煮
て
瓢
箪
の
中
に
入
れ
そ
れ
に
漆
を
入
れ
て
金
粉
を
か
け
る
。

　
９
、
飯
を
煮
た
上
に
の
せ
て
読
む
。

　
1
0
、
千
本
の
針
に
固
め
油
を
塗
れ
ば
池
に
浮
か
ぶ
。

　
い
只
蔦
蔓
を
千
尋
差
し
出
す
。

　
右
の
Ｉ
は
い
か
に
も
日
本
的
な
難
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
関
敷
石
に
よ
る
と
、

紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
代
の
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
の
ア
ヒ
カ
ー
ル
伝
説
に
、
「
砂
で
縄
を
な

う
」
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
従

っ
て
、
こ
の
難
題
も
ま
た
外
国
種
の
も
の
で
あ
っ
た
。
安
易
に
こ
れ
は
在
来
種
と

考
え
る
の
は
危
険
な
こ
と
な
の
だ
。

　
２
の
難
題
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
よ
り
早
く
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
清
少
納
言
の
『
枕

草
子
』
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
枕
草
子
』
の
二
四

四
股
は
、
蟻
通
し
明
神
の
縁
起
の
書
か
れ
て
い
る
段
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
三
つ
の

難
題
が
あ
っ
て
、
本
の
本
末
、
蛇
の
雌
雄
の
判
別
と
い
う
雑
宝
蔵
経
と
同
じ
難
題

の
他
に
、
雑
宝
蔵
経
に
は
な
か
っ
た
△
七
曲
に
わ
だ
か
ま
り
た
る
玉
の
、
中
通
り

囲
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て
左
右
に
口
あ
き
た
る
が
、
ち
ひ
さ
き
を
奉
り
て
、
「
こ
れ
に
緒
通
し
て
賜
は
ら
ん
。

　
（
こ
の
国
に
み
な
し
侍
る
事
な
り
）
」
▽
と
い
う
難
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
蟻
通
明
神
の
こ
と
Ｉ
、
二
」
で
考
察
し
て
い
る
の
で
詳
し

く
は
触
れ
な
い
が
、
こ
の
難
題
は
中
国
が
起
源
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
『
枕
草
子
』
、
『
悛
頼
口
伝
集
』
、
『
神
道
集
』
、
『
奈
良
絵
本
』

を
貫
流
し
、
そ
の
一
方
で
昔
話
の
難
題
に
継
承
さ
れ
て
日
本
化
し
な
が
ら
現
代
に

至
る
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
３
の
難
題
は
、
雑
宝
蔵
経
の
Ｉ
、
二
蛇
の
雌
雄
の
判
別
と
、
ハ
、
本
の
本
末
の

判
別
が
混
合
し
た
上
で
日
本
化
し
か
よ
う
な
難
題
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
難
題
は
、

こ
の
説
話
の
日
本
化
の
過
程
に
お
い
て
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
口
承
文
芸
を
集
め
た
『
オ
ル
ド
ス
ロ
碑
集
』
（
注
リ

に
も
似
た
話
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
難
題
が
書
き

留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
Ｉ
）
　
ラ
バ
の
よ
う
な
形
を
し
た
一
匹
の
大
き
な
動
物
で
あ
る
。
人
の
姿
を

　
　
　
　
見
れ
ば
、
体
が
ふ
く
れ
て
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

　
　
（
２
）
　
本
・
末
の
見
わ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
同
じ
に
こ
し
ら
え
て
、
塗
料
を

　
　
　
　
ぬ
っ
て
し
ま
っ
た
、
大
栄
の
よ
う
な
大
い
本
。

　
こ
れ
を
見
分
け
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
２
）
は
、
す
ぐ
雑
宝
蔵
経
の
ハ
の
難

題
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
（
Ｉ
）
は
中
国
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
も
の
で

あ
ろ
う
（
注
1
2
）
。
孝
行
な
息
子
が
大
き
な
深
い
穴
を
掘
っ
て
隠
し
て
置
い
た
父
に

聞
く
と
、
父
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
る
。

　
△
そ
の
大
き
な
動
物
は
、
ま
さ
に
外
国
の
ネ
ズ
ミ
の
悪
魔
だ
。
お
前
さ
ん
、
歩

き
ま
わ
っ
て
、
ハ
斤
以
上
九
斤
に
道
す
る
猫
を
Ｉ
匹
于
に
入
れ
て
、
袖
の
な
か
に

お
さ
め
て
、
そ
の
動
物
の
そ
ば
へ
行
っ
て
、
そ
の
（
猫
の
）
頭
を
袖
の
口
か
ら
の

ぞ
か
せ
て
見
せ
な
さ
い
。
そ
れ
が
ネ
ズ
ミ
の
悪
魔
に
ち
が
い
な
い
な
ら
ば
、
猫
を

見
る
や
体
が
小
さ
く
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
も
小
さ
く
な
っ
た
ら
ば
、
猫
を
放
し
な

さ
い
。
▽

　
猫
を
連
れ
て
い
っ
て
父
の
い
っ
た
通
り
に
す
る
と
、
そ
の
勣
物
は
ち
ぢ
み
に
ち

ぢ
ん
で
ネ
ズ
ミ
に
な
り
、
放
し
た
猫
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
口
承
文
芸
は
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
モ
ン
ゴ
ル
に
入
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
難
題
の
Ｉ
つ
は
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
、
も
う
一
つ
は
中
国
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
変
容
し
、
以
上
の
よ
う
な
難
題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ネ
ズ
ミ
を
見
分
け
る
難
題
は
、
日
本
の
昔
話
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
　
実
は
こ
の
外
来
種
の
昔
話
に
は
、
難
題
ば
か
り
で
は
な
く
、
別
な
在
来
の
話
も
回

混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
枝
折
型
の
昔
話
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
Ｉ
節
で
述
べ

た
親
棄
偕
型
と
同
じ
変
化
を
見
せ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
外
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
説
話
が
、
日
本
在
来
の
そ
れ
と
混
合
し
日
本
化
し
な

が
ら
、
日
本
の
銕
捨
文
学
の
一
面
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

△
注
▽

　
（
Ｉ
）
孝
子
伝
の
本
文
は
渾
淋
久
孝
『
萬
葉
集
注
祥
』
巻
第
十
六
（
昭
5
9
・
中
央

　
　
公
論
社
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
そ
れ
を
引
用
し
た
。
な
お
、
「
輿
」
と
い
う
宇

　
　
は
孝
子
伝
（
陽
明
文
庫
本
）
、
今
昔
物
語
、
秋
祭
百
因
縁
集
で
は
「
阜
」
と
な

　
　
っ
て
い
る
が
、
全
て
「
輿
」
の
字
に
統
一
し
た
。

　
（
２
）
『
中
日
天
辞
典
　
増
補
版
』
（
一
九
八
六
年
四
月
・
天
旅
館
書
店
）
に
よ
る
。
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（
３
）
『
日
本
昔
話
大
成
』
９
（
昭
和
5
4
・
角
川
書
店
）
に
大
分
県
直
入
郡
の
昔
話

　
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
分
類
は
「
五
二
三
Ｃ
　
親
棄
偕
」
。

（
４
）
『
定
本
柳
田
国
男
集
い
第
二
十
一
巻
（
昭
3
7
・
筑
摩
書
房
）
に
収
め
ら
れ
て

　
　
い
る
エ
ッ
セ
イ
「
親
棄
山
」
に
よ
る
。

（
５
）
『
日
本
昔
話
大
成
』
９
（
昭
和
5
4
・
角
川
書
店
）
「
五
二
三
Ｃ
　
親
棄
指
」

　
　
の
須
に
よ
る
。

（
６
）
そ
の
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
同
様
ナ
ル
馬
ノ
祖
子
ヲ
定
ム
ル
二
八
二
ノ
馬
ノ
中
二
草
ヲ
置
テ
可
見
シ
。

　
　
進
テ
起
テ
食
ヲ
バ
子
ト
知
リ
、
任
セ
テ
ノ
ド
カ
ニ
食
ヲ
バ
祖
ト
可
知
ベ
シ
。

　
　
二
、
水
二
浮
ベ
テ
見
ル
ニ
、
少
シ
沈
方
ヲ
本
ト
可
知
ベ
シ
。

　
　
三
、
象
ヲ
船
二
乗
セ
テ
水
二
浮
ベ
ツ
。
沈
ム
程
ノ
水
際
二
墨
ヲ
書
テ
注
ヲ
付

　
　
　
ツ
。
其
ノ
後
、
象
ヲ
下
シ
ツ
。
次
二
船
二
石
ヲ
拾
ヒ
入
レ
ツ
。
象
ノ
乗
テ

　
　
　
書
ツ
ル
墨
ノ
本
二
水
至
ル
。
其
ノ
時
二
石
ヲ
量
リ
ニ
懸
ツ
九
其
ノ
後
チ

　
　
　
ニ
石
ノ
数
ヲ
惣
テ
計
タ
ル
数
ヲ
以
テ
象
ノ
重
サ
ニ
当
テ
、
象
ノ
重
サ
ハ
幾

　
　
　
ク
有
ル
ト
云
フ
事
ハ
可
知
キ
也
。

（
７
）
雑
宝
蔵
経
、
法
苑
珠
林
、
い
ず
れ
も
本
文
は
７
大
正
原
版
「
大
蔵
経
ヒ
（
新

　
文
豊
出
版
公
司
影
印
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
８
）
こ
の
△
若
不
別
府
。
汝
身
及
国
。
七
日
之
後
。
悉
当
覆
滅
。
▽
と
い
う
と
こ

　
　
ろ
の
傍
線
部
分
は
、
今
昔
物
語
の
△
七
日
の
内
に
国
を
亡
さ
む
▽
と
い
う
日

　
　
教
と
同
じ
で
あ
る
。

（
９
）
須
藤
隆
仙
『
仏
教
用
語
事
典
』
（
一
九
九
三
・
新
人
物
社
来
社
）
に
よ
る
と

　
　
こ
れ
ら
の
人
物
は
次
の
よ
う
な
者
た
ち
で
あ
る
。

　
　
「
舎
利
弗
」
（
し
や
り
は
⊇
梵
名
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
（
舎
利
の
子
の
意
）
。

　
　
　
釈
迦
十
人
弟
子
中
の
長
老
。
マ
ガ
ダ
国
王
舎
城
北
の
づ
フ
モ
ン
の
家
に

　
　
　
生
ま
れ
た
。
母
が
シ
ャ
ー
リ
（
舎
利
）
な
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
父
名

　
　
　
は
ウ
パ
テ
ィ
シ
ュ
ヤ
（
憂
波
提
舎
）
。

　
　
「
阿
闇
世
」
（
あ
じ
や
せ
）
梵
名
ア
ジ
ャ
ー
ク
シ
ャ
ト
ル
。
釈
尊
在
世
中
の
マ

　
　
　
ガ
ダ
国
王
。
父
王
を
獄
死
さ
せ
、
母
も
幽
閉
し
た
。
後
に
懺
悔
し
て
仏

　
　
　
教
に
帰
依
し
た
。

　
　
「
阿
難
」
（
あ
な
ん
）
阿
難
陀
。
梵
名
ア
ー
ナ
ン
ダ
。
釈
尊
の
従
弟
で
十
人
弟

　
　
　
子
の
一
人
。

（
1
0
）
関
敵
吾
『
日
本
昔
話
大
成
　
９
』
（
昭
和
5
4
・
角
川
書
店
）
か
ら
引
用
し
た
。

こ
Ｈ
）
Ａ
・
モ
ス
タ
ー
ト
ル
著
、
磯
野
富
士
子
訳
『
オ
ル
ド
ス
ロ
破
棄
　
モ
ン
ゴ

　
　
ル
の
民
間
伝
承
』
（
東
洋
文
庫
5
9
・
平
凡
社
）
。

（
1
2
）
中
国
か
ら
の
留
学
生
帳
達
君
が
、
山
東
省
奉
安
で
育
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
か
囲

　
ら
、
子
供
の
時
に
以
下
の
よ
う
な
昔
話
を
問
い
た
と
話
っ
て
く
れ
た
。

　
　
敵
国
か
ら
一
つ
の
大
き
な
動
物
が
送
ら
れ
て
き
た
。
あ
ま
り
大
き
い
の
で
、

　
　
一
キ
ロ
先
か
ら
で
も
は
っ
き
り
見
え
た
。
敵
国
の
難
問
は
、
そ
の
国
の
勇
士

　
が
一
人
ず
つ
、
一
か
月
間
こ
の
動
物
と
戦
い
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば

　
国
を
攻
め
な
い
。
で
き
な
か
っ
た
ら
国
を
侵
略
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
の
一
か
月
間
、
た
く
さ
ん
の
勇
士
が
こ
の
動
物
と
闘
い
敗
れ
て
食

　
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
の
一
目
、
▽
人
の
少
年
が
こ
の
動
物
と
の
戦
い
を

　
申
し
込
ん
だ
。
少
年
は
動
物
の
入
っ
て
い
る
檻
の
中
に
入
っ
て
、
袖
か
ら
Ｉ

　
匹
の
猫
を
取
り
出
し
た
。
猫
を
見
る
や
い
な
や
、
そ
の
動
物
は
お
と
な
し
く

　
な
り
少
し
も
動
か
な
く
な
っ
た
。
実
は
こ
の
動
物
は
ね
ず
み
の
妖
怪
だ
っ
た
。

　
　
　
そ
の
後
は
難
題
型
の
話
と
同
じ
で
、
少
年
は
王
か
ら
沢
山
の
褒
美
を
貰
い
、
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棄
老
の
命
令
は
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
。
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